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第 110回関西スペイン語教授法ワークショップ(TADESKA) 開催の報告 

CX Reunión del Taller de Didáctica de Español de Kansai  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日時：2017年 9月 9日（土）10:30 - 12:30  

場所：関西学院大学梅田キャンパス(ハブスクエア) 1402教室教室 

担当者：額田有美 

「GIDE(2015)『スペイン語学習のめやす』を利用して所要時間 20分の教案を作る 

-グループで旅行計画を立てることをとおして、意図・願望・好みを表現するための「20 分教材」案

（テーマ 4：旅行）-」 

* Fecha y hora: sábado, 9 de septiembre de 2017, de 10:30 a 12:30  

* Lugar: Universidad Kwansei Gakuin, Campus de Umeda "K.G. Hub Square", Aula 

1402 

* Encargada: Yumi Nukada 

* “Elaboración de unidades didácticas de aproximadamente 20 minutos utilizando  

"Un modelo de contenidos para un modelo de actuación"(GIDE 2015):  

Expresar y preguntar por intenciones, deseos, gustos y preferencias a través de una 

actividad de planear un viaje en grupo 

(Tema 4: Los viajes)” 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【参加者】10名（発表担当者を含む） 

【発表の内容】 

パワーポイント（以下のとおり）および配布プリント（観光地パンフレットとワークシート）を用い、次

の流れで行った。 

（１）観光地のパンフレットを見て、３つの質問に答える 

（２）中米諸国のうち訪ねたい場所やそこで何をしたいのか調べる 

（３）自分が訪ねたい場所やそこで何をしたいのかをグループメンバーに伝える 

（４）グループごとに決定した訪ねる場所やそこで何をする予定なのかを他のグループに発表する 

（５）他のグループの発表に対してコメントする 

なお、（３）～（５）については定型表現を２～４つほど事前に提示した。 
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【参加者からいただいた主なコメント】 

≪スペイン語表現や語用に関するコメント≫ 

・『スペイン語学習のめやす』の「提示モード」と「対人モード」について、前者は各人が一方向に

「話す」だけでも成り立つのに対し、後者は各人が双方向で「話し合う
．．
」ことを指す。今回の教案で

は「対人モード」が弱いのではないか。 

➡訪ねたい場所やそこで何をしたいのかをグループ内で話し合う際、学生間でスペイン語での

やりとりを２～３往復できるように誘導する工夫を加えたい。例えば、モデル会話文の提示や、

相手の提案に対する同意や不同意を示す表現の提示など。 

・グループ内で話し合う際、まず各人の意図・願望・好みを提示し、次にそれらを踏まえてグループ

内で合意を形成するという流れがあるので、その流れのなかで使用できるようなスペイン語表現

を追加して提示すると良い。 

➡各人の意図・願望・好みだけでなくその理由も伝える表現（porque や es que など）や、相手

の主張に対する婉曲的な非同意の表現なども加え、より実用的なスペイン語表現の教示に努

めたい。 

≪文化や社会に関するコメント≫ 

・中米各国の基本情報をより丁寧に示した方が良い。観光地情報ないしパンフレットを中米各国

について A4一枚くらいで提示した方が良い。 

➡今回は、ホンジュラス以外の国については地図上で示し、国ごとの特徴を捉えた一文を紹介
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するにとどまった。予習として学生に事前に調べて来てもらう、あるいは授業冒頭で中米各国を

紹介するビデオを見せるなど工夫を加えたい。 

・中米各国間ないしその他の国（スペインや南米諸国など）との比較において、同じものを指すに

も関わらず異なる単語が用いられるケースなどを紹介する方が良い。 

➡今回は、zumo と jugo しか言及できなかったので、他の単語についても加えるようにしたい。 

≪その他のコメント≫ 

・よみもの（講読）と今回の教案とを有機的に関連させて授業計画を立てるという方法をご提案い

ただいた。 

・ビデオや写真など複数の媒体をバランスよく用いて学生へのインプットを行うと同時に、学生自

身がスペイン語でアウトプットする際にこれらの媒体をどのように利用するのかについても教示す

ると良いのではないかとご提案いただいた。 

【発表担当者の感想】 

今回の教案では、スペインやメキシコなどと比較すると、そもそも具体的なイメージが抱かれに

くいか、過度にネガティブなイメージを持たれる傾向にある中米諸国を取り上げることによって、こ

れらの国々について学びつつ、同地域の観光地への仮想的な旅行計画を立てるというアクティビ

ティをとおして、意図・願望・好みを表すスペイン語表現を教示することを目的とした。 

グループワークを中心にした教案であったものの、各学生のインタラクティブなコミュニケーショ

ンを促しやすいというその利点を活かしきれなかったように思う。学生間での自然な会話のやりと

りが続くような工夫を加える必要性を感じた。 

中米諸国への既存のイメージ（往々にしてネガティブなイメージ）とは必ずしも一致しない観光

地の様子を提示する内容ではあったものの、反対にポジティブな部分だけを強調しているという印

象を与えてしまうこともあるのではないかと感じた。既存のステレオタイプを相対化することのみを

意図しており、新しい別のステレオタイプをつくることは全く意図していないので、この点を冒頭で

明示しておく方が良いと感じた。 


